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個別業績の前年実績との差異に関するお知らせ 

 

平成 24 年 3月期（平成 23 年 4 月 1日～平成 24年 3 月 31 日）の通期個別業績につきまして、前期実績との間

に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 

１．平成 24 年３月期の通期個別業績との差異（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前期実績（Ａ） 

（平成 23年 3 月期） 

百万円 

2,107,014 

百万円

116,845

百万円

131,289

百万円 

71,502 

円 銭

758.96

当期実績（Ｂ） 

（平成 24年 3 月期） 
1,777,256 80,925 93,819 52,234 554.44

増減額（Ｂ－Ａ） △329,758 △35,920 △37,470 △19,268 

増減率（％） △15.7 △30.7 △28.5 △26.9 

 

２.差異の理由 

 震災後の省エネ意識の高まりを受けて、省エネタイプの白物家電が堅調に推移したことや、スマートフォンや

タブレット型 PC 等の商品、スマートハウス関連商品が好調に推移したものの、エコポイント終了及び地デジ化

後のテレビを中心とした関連商品の大きな反動減に単価下落も加わり、売上高が前期と比べ減少したことによる

ものです。 

なお、連結業績につきましては、「平成 24 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」をご覧ください。 

以上 


